
第１部 分科会
13：10～14：40

第１分科会 とりまくジェンダ

ー／第２分科会ともに分担する

家事・育児／第３分科会高齢社

会と介護／第４分科会男女平等

な職場とは？／第５分科会発揮

しよう！私が持っている能力
ちから

。
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男女共同参画社会の実現をめざして
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z
・
x
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
事
前
に
入
場
券（
無
料
）を
求

め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
分
科
会
で
手
話
の
必
要
な
人
は
、
１
月
29
日
ま
で
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

z
窓
口
配
付

次
の
方
法
で
、
１
月
11
日
（
月
）
か
ら
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

そ
の
際
、
希
望
す
る
分
科
会
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
各
公
民
館
で
、
２
月
５
日
（
月
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
。

▼
市
役
所
４
階
女
性
・
国
際
施
策
班
で
、
２
月
10
日
（
土
・
日
曜

日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）
ま
で
。

▼
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
実
行
委
員
が
随
時
配
付
。

x
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

「
き
さ
ら
づ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
希
望
」
と
記
入
し
、
入
場
希
望
者

（
１
枚
２
人
ま
で
）
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
分
科
会

名
・
保
育
お
よ
び
手
話
の
有
無
を
明
記
の
う
え
、
２
月
８
日
（
必
着
）

ま
で
に
事
務
局
へ
。
折
り
返
し
、
入
場
券
を
送
り
ま
す
。

希
望
者
に
は
、
幼
児
（
２
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）
の
保
育
を

実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
保
育
実
費
３
０

０
円
（
お
や
つ
代
な
ど
）
が
か
か
り
ま
す
。
人
数
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
（
フ
ァ
ッ
ク
ス

可
）。

事
務
局

潮
見
１
―
１
市
役
所
女
性
・
国
際
施
策
班
内
企
画

実
行
委
員
会
４
７
９
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
４
３
５
７
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
、
女
性
と
男
性

が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
豊
か
に
生
き
て
い
く

た
め
に
、
市
民
に
よ
る
企
画

実
行
委
員
会
と
市
の
共
催
で

「
第
７
回
き
さ
ら
づ
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
１
部
で
５
つ

の
分
科
会
を
開
設
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
助
言
者
を

中
心
に
参
加
者
み
ん
な
が

「
語
る
」
広
場
を
用
意
し
ま

し
た
。
第
２
部
で
は
、
早
稲

田
大
学
教
授
の
岡
沢
憲
芙
さ

ん
に
よ
る
講
演
を
行
い
ま

す
。
迫
り
く
る
高
齢
社
会
と

少
子
化
の
潮
流
、
そ
こ
に
存

在
す
る
男
女
共
同
参
画
の
在

り
方
。
わ
が
国
の
未
来
予
測

を
分
か
り
や
す
く
提
言
す
る

講
演
は
、
き
っ
と
あ
な
た
が

女
性
問
題
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
は
ず
で
す
。

ご
家
族
、
友
だ
ち
な
ど
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

講演講師紹介

分科会紹介

岡沢　憲芙（おかざわ のりお）
s早稲田大学社会科学部教授

1944年上海生まれ。早稲田大学政治経済学
部政治学科卒業後、同大学院政治学研究科博
士課程。専攻は、比較政治学・政党論・リー
ダーシップ論。厚生省人口問題審議会委員・
総理府男女共同参画審議会委員・東京女性財
団理事などを歴任。1992年にスウェーデン国
王より「北極星勲章」を叙勲。著書は「おん
なたちのスウェーデン」「生活文化の時代：新
しい感性を求めて」「政党」「スウェーデンの
挑戦」など多数。

s助言者：千葉大学講師

西山千恵子（にしやま ちえこ）
「男だから・女だから」ではなく「自分らしく」
生きていくためには…。身のまわりのジェンダ
ーについて語り合いましょう。
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第１分科会　とりまくジェンダー

s助言者：電機メーカーエンジニア・「男も女
も育児時間を！連絡会」メンバー

脇田　能宏（わきた よしひろ）
父親も、もっと子育てにかかわろうと育児休業
を…。育児日誌を朝日新聞に連載した体験談を
聞きながら語り合いましょう。

第２分科会　ともに分担する家事・育児

s助言者：木更津市ボランティア連絡協議会長

北原レイ子（きたはら れいこ）

s助言者：木更津市福祉部高齢者福祉課長

福島　隆光（ふくしま たかみつ）
木更津市も、いよいよ「高齢社会」に突入。
2000年４月から導入される「介護保険制度」
への取り組みは…？もしもの場合、介護する立
場、介護される身になって語り合いましょう。

第３分科会　高齢社会と介護

s助言者：労働省千葉女性少年室長

福田　京子（ふくだ　きょうこ）
男も女も平等で生き生きと働ける職場をめざし
て…。雇用・昇進・労働条件など安心して働き
続けられる職場環境について語り合いましょ
う。

第４分科会　男女平等な職場とは？

s助言者：清和女子短期大学教授

坂上　佑子（さかがみ ゆうこ）
地域社会や働く場、政策決定の場にも、もっと
女性のパワーを！「参加」から「参画」へ向け
て輝いて生きていくにはどうしたらよいか語り
合いましょう。

第５分科会　発揮しよう！私が持っている能力
ちから

日　時 2月14日（日）午後12時30分（開場正午）。
会　場 木更津市民会館大ホール。

※分科会会場は市民会館内のホールおよび会議室。

● 企｜画｜実｜行｜委｜員 ●

委 員 長 曽根美代子（岩　根） 小幡　みつ（太　田）
副委員長 高崎登美恵（中　央） 三枝　成子（犬　成）
〃 中妻　久夫（畑沢南） 清水久美子（祗　園）

委　員 伊藤　治枝（矢　那） 須田つや子（清見台）
（50音順）

オープニング 12：30～12：45

「きさらづ物語」
●證誠寺のたぬきばやし
木更津證誠寺のたぬきば
やし保存会
●木更津甚句
木更津甚句保存協会

第
7
回
き
さ
ら
づ
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

第２部 講演
14：55～16：25
テーマ
「多様で男女平等な
社会をめざして」
講師 早稲田大学教授

岡沢　憲芙



※デュエットに関するご意見・お問い合わせは、女性・国際施策班へ。

デュエット

日
本
の
女
性
労
働
力
率

は
、
結
婚
や
出
産
で
退
職
し

家
庭
に
入
る
こ
と
が
多
い
た

め
に
25
〜
34
歳
ぐ
ら
い
で
労

働
力
が
低
下
し
、
い
わ
ゆ
る

「
Ｍ
字
型
曲
線
」
を
描
く
の

が
特
徴
で
す
。
こ
の
労
働
力

を
同
時
期
に
生
ま
れ
た
集
団

別
の
比
較
で
見
る
と
、
終
戦

直
後
の
昭
和
20
年
代
前
半
生

ま
れ
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
で
Ｍ
字
型
曲
線
の
谷
が
最

も
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
・
林
業
・
漁
業
な
ど

の
第
１
次
産
業
が
中
心
で
あ

っ
た
昭
和
30
年
代
は
、
生
活

の
場
で
あ
る
家
庭
が
職
場
で

も
あ
り
、
妻
も
夫
と
と
も
に

働
く
こ
と
が
一
般
的
で
し

た
。
そ
の
後
、
高
度
成
長
期

を
通
じ
産
業
構
造
が
転
換
す

る
こ
と
に
伴
い
、
急
速
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
化
と
核
家
族
化

が
進
む
な
か
「
夫
は
外
で
仕

事
、
妻
は
家
庭
で
家
事
・
育

児
」
と
い
う
役
割
分
業
が
確

立
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
40
年
代
か

見
直
そ
う
！

「
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
・
育
児
」

デ
ュ
エ
ッ
ト
デ
ー
タ
バ
ン
ク

男女共同参画社会の実現をめざして

木
更
津
市
に
は
就
職
・
福

祉
・
悩
み
ご
と
な
ど
各
種
の

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。
同

様
に
千
葉
県
警
察
に
も
被
害

相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け

る
の
は
男
性
も
女
性
も
か
わ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
女
性

に
対
す
る
犯
罪
は
特
に
潜
在

化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

性
犯
罪
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ

ィ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
。
攻
撃
性
を
男
ら

し
さ
と
受
け
と
め
た
り
、
妻

は
暴
力
に
耐
え
る
べ
き
だ
と

い
う
風
潮
、
そ
の
根
底
に
は

女
性
の
人
権
を
軽
視
し
、
侵

害
す
る
行
為
と
い
う
共
通
点

が
あ
り
ま
す
。

被
害
に
は
、
犯
罪
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
（
暴
力
・
盗

難
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、
被

害
後
に
生
じ
る
精
神
的
シ
ョ

ッ
ク
や
無
責
任
な
う
わ
さ
話

な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
・
不

快
感
と
い
う
二
次
的
被
害
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
被
害
者
が
抱

え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

警
察
で
は
親
身
な
対
応
と
き

め
細
か
な
配
慮
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
被
害
者

本
人
か
ら
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
友
人
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
警
察

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
場

合
は
、
専
門
の
機
関
の
紹
介

も
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
な
い
で
、
被
害
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

千
葉
県
警
察
被
害
者
相
談
窓

口▼
女
性
被
害
１
１
０
番
q
０

４
３
―
２
２
３
―
０
１
１
０
。

▼
女
性
相
談
所
（
電
車
内
に

お
け
る
痴
漢
な
ど
）
7
０
１

２
０
―
０
４
８
２
２
４
。

▼
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス
q
０
４
３
―
２
２
５
―

７
８
６
７
。

▼
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

q
０
４
３
―
２
２
７
―
９
１

１
０
。

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る

こ
の
交
流
集
会
は
、
主
に
女

性
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
市

内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
・

グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
お
よ

び
女
性
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
や
個
人
を
対
象

に
、
相
互
の
情
報
交
換
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進

め
、
団
体
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

新
し
い
仲
間
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ

れ
る
団
体
は
、
お
気
軽
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
18
日
（
月
）
午

後
１
時
〜
４
時
。

場
所

市
民
総
合
福
祉
会
館

１
階
市
民
ホ
ー
ル
。

内
容

▼
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
。

・
木
更
津
市
長
須
田
勝
勇
。

・
清
和
女
子
短
期
大
学
教
授

坂
上
佑
子
。

▼
各
団
体
と
の
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

▼
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
。

参
加
費

１
人
５
０
０
円

（
ド
リ
ン
ク
・
ケ
ー
キ
代
／

当
日
受
付
で
）。

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
「
木
更
津
市

女
性
団
体
交
流
集
会
希
望
」

と
記
入
し
、
団
体
名
・
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
１
月
８
日
（
必

着
）
ま
で
に
潮
見
１
―
１
市

役
所
女
性
・
国
際
施
策
班
Ｆ

Ａ
Ｘ
22
―
４
３
５
７
へ
（
１

団
体
３
人
ま
で
）。
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資料：経済企画庁「平成７年度国民生活白書」より引用。 

S35～39年生まれ 

S25～29年生まれ 

S15～19年生まれ 

S20～24年生まれ 

S45～49年生まれ 

S5～9年生まれ 

S10～14年生まれ 

同感する人 同感しない人 

わからない わからない 

どちらともいえない 

同感する人 

昭和62年 
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（注）昭和54年調査では「わからない」という選択肢がない。 
資料：総理府「婦人に関する世論調査」（昭和54年）、「女性に関する世論調査」（昭和62年）、 
　　 「男女共同参画に関する世論調査」（平成7年）。 
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女性施策推進委員会委員の紹介
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昨年7月1日から第3期の女性施策推進委員会がス
タートしました。市民の代表として男女共同参画
社会の実現のためのご意見をいただきます。

任期：平成10年7月1日～12年6月30日

会　長 坂上　佑子 学識経験者（清和女子短期大学
教授）

副会長　 佐川　文彦 木更津市議会総務常任委員長
委　員 近藤　富男 木更津市議会教育民生常任委員長
委　員　 濱崎　淑子 木更津人権擁護委員協議会委員
委　員 後藤美智子 君津地区更生保護婦人会木更津

部会副会長
委　員 伊藤　淑江 木更津市立畑沢小学校長
委　員 市東　良子 木更津市社会教育委員
委　員 花澤　玲子 木更津市ＰＴＡ連絡協議会副会長
委　員 細野みえ子 ＪＡ木更津市女性部部長
委　員　 高浦　洋子 木更津市漁協婦人部連絡協議会員
委　員 藤浪　英子 木更津商工会議所女性部会参与
委　員 石川　冨子 木更津市各種婦人団体連絡協議

会副会長
委　員 乙部　嘉彦 木更津市区長会連合会副会長
委　員 齋藤　吉江 木更津市社会福祉協議会副会長
委　員 渡辺　フサ 木更津市民生児童委員協議会女

性部会会長
委　員 大坪　いね 木更津市母子福祉推進協議会会計
委　員 長谷川和子 千葉県看護協会君津地区部会協

会員
委　員 小幡　みつ 一般公募
委　員 曽根美代子 学識経験者（元女性行動計画策

定市民検討会構成員）
委　員 深山美知男 学識経験者（木更津労働基準監

督署長）
（委員順不同）
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悩み相談
窓口紹介

「男は仕事、女は家庭」の考え方に対する意識

同時出生集団別にみた女子労働力率


